
７　接続期カリキュラムの活用と評価・改善 
 （１）接続期カリキュラムのマネジメント

評価・改善などの一連のカリキュラムマネジメントを適切に行い、接続期カリキュラムの質
 を向上させ、子どもたちのよりよい成長が保障されるようにすることが大切です。

アプローチカリキュラム スタートカリキュラム

◆園内組織を立ち上げて準備しよう 前年度 ◆校内組織を立ち上げて準備しよう 
□意義やねらいの共通理解 ３学期 □意義やねらいの共通理解 
□小学校の訪問や実態把握  □幼保等の訪問や実態把握 
□幼小の成長や教育内容の理解  □幼小の成長や教育内容の理解 
□カリキュラムの編成  □カリキュラムの編成 
□修了児保護者への説明  □入学児童保護者への説明

 
新年度 

◆アプローチカリキュラムを念頭に １学期 ◆全校体制でスタートカリキュラム
　日々の保育に取り組もう  　に取り組もう 
□「１０の姿」を踏まえた指導  □「１０の姿」を共有し発達段階を
□成長の姿に照らしたカリキュラム  　踏まえた授業の工夫 
　の修正  □環境の工夫

  
２学期 

◆協力体制でアプローチカリキュラ  ◆子どもの姿や指導の在り方を語り
　ムに取り組もう  　合おう 
□「１０の姿」を共有し発達段階を  □子どもの姿で評価 
　踏まえた保育の工夫  □参観によるカリキュラムの評価 
□環境の工夫    
□子どもの姿で評価  

 
 

◆反省・検証・改善しよう  ◆反省・検証・改善しよう 
□「１０の姿」に照らした改善点を  □夏休み明けの指導に改善点を生か
　年間指導計画に生かす  　す（２学期） 
□次年度のアプローチカリキュラム  □次年度のスタートカリキュラムに
　に生かす ３学期 　生かす

 
 

 （２）接続期カリキュラムの活用
幼小双方の子どものよりよい成長を支えるために、次のような取組み例を参考に､効果的に

 活用することが望まれます。
 　  ○　育ちを考慮した環境設定

       ・　小学校　…安心できる環境づくり（一日の流れの掲示、机の配置、トイレの使い方等）
幼稚園等…就学を意識した環境づくり（一日の流れの掲示、数や言葉を意識した掲示等） 

     ○　年度当初の相互交流
       ・　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を基にした授業参観・保育参観や協議等

     ○　保護者の不安解消と理解・協力
       ・　就学前後の保護者の説明に活用することで、就学への不安を解消し信頼関係をつくる。
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